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資料第27C-説-9号

原子炉安全専門審査会第27部会(北海道電力株式会社泊発電所(1， 2号原子炉の設置)) 
Cグループ議事概要(案)

第 9回会合 日時 昭和59年4月4日(水) 午前 10時~午後1時

場所 日本原子力研究所第4会議室

出席者 原子力安全委員 名 通商産業省 5名

審査委員 7名 事務局 2名

委 員

同 4 全委員 出欠 審査委員 出欠 通商産業省 出欠 事務局

内田秀雄 和泉正哲 O 田 中 O 星

大山 彰 大竹政和 O 鈴 木 O 内 回

川本跳万 O 村 山 O 

北村 イ言 JII 原 O 
竹越 ヲ壬
(部会長) O 回治見 宏 O 大 橋 O 

谷 資信 O 
. 

吉中龍之進 O 
、

配布資料

資料番号 資 料 名

憤料第27C-議-8号 原子炉安全専門審査会第27部会(北海道電力株式会社泊発電所(1， 2号原

子炉の設置)) Cグループ第 B回会合議事概要(案)
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議事概要

1.前回議事概要{案)の確認
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2 .北海道電力株式会社1自発電所の原子炉の設置(1， 2号原子炉の設置)!ζ係る安全性について
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3‘ 法面全責雪を丈えリの才色ぜヰえ l二よリ安定さ tるヒいう蒋え.;"{ ~ 

で、官在住最大時零珠 Z.ZD判(/9バ与 II司)¥つ汁L-z. 晶表句恥

め斜面l7l1ぐ究 1)而1i¥もlてつい T総討する.

K t'J CI rlílYl布~. --}ぐえり憶司侃，薪水積雪末í1~め 1主\~f1~11. 

下司、¥::d 'J.与えJられる。
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Lhく01.. t .?~ 
五'11州・ ωザ(机Cf-p..伽ず〕
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{}.3sxz.ZOぜωtW'($.111M' -d. 3x c，;o1Pつ

ヨ..2ケ、 f叫〆

こごでザ:斜面勾配 4-D・

れ雪。猟主体積管守 ρ.3s i/，i 
14，.，1，& ;最天精雪来 之、μpι

t ~ -}ぐ完リT晶 ヰ働

PR: -K'走り 1てJる時.雪m布争iJtえ也ムI!切 .3t/m-2 
}l:詩吟l手数 μ 

r}. :必ん庄町白。弟(/切手数 点S

10脚

今17~トの 7ご走り ìtj時7 Lル¥(f1 hllt z..あり，てたり1'1，桝面積雪同

殺事111く刊しそ十/iTrJ~包性も与乙るものである.
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雪となり，この雪出階段面の土と司抵抗で斜面積雪を安定させている.した出って，

措設工由設計にほ，階段白描および上段と下段とり関宿出重要である.

3) 特霞:階段工にIt.図 3・1"18'1=示す四つの型がある.

①白切欠き型は，切取法面白安息角に大きな祭理をきたさない地質をえらんで施工

さ札るもので.捨土は階段な 90)方向に搬出することが原則である.しかし.あまり

細かな注意をはらう必要。ない斜面では.捨土は広範囲な法置にまきちらす場合も多

u、.

@の切盛り裂は，土工量を'きわめて少なく留めることができるが，盛土の前面には

防護エをE置さなけ札ばi<らない.
③c切広げ裂は.一設土工でいう小段であり.道路の切土詮面などに採用される場
合出多<.切取土砂町安J阜角に無理をきたさせないのが特長である.

@の複合型は.切広げ型と切欠き型の複合型であり.自然斜面よりも.人工法面に

箆工さ札る場合出多い

従来なだ札防止工で単に印昔段エ」と呼ばれるも町は.上記①の切欠き型を指す

も四と11.念づけら札ているほど.(D型は広〈採用され，てきている.そ札は，止だれ発

生防止の効果がほかの型にほとんど劣らず，そり工事費出安くすむからである.また.

.階段前端に槽樹することに上って.キがて立木勢力と階段工勢力。交代を求める場所

にIt. もっぱらこ白①町切欠き型が採用さ札ている.

1) ;flJ点
①設計施工とも簡単である.

@特別な資材在使わない単純な土工で，工費出安価である.

@ なだ札防止林白造成に最も適している.

五}欠点

①表層なだ札を完全に防止できない.

②溺壊佳0少ない地質でなければならない.

@等高畿が密度に乱札た斜面には適さない.

@経年変化により.階段。形状出崩れ，て〈るので.そり維持補修出必要である.

4) 設計方法:階段ヱの設計では.前項で述べた理由

により切欠き型についてり設計方法をとりあげる.

設計寸官告を決定するには，次町二つの方法がある.

①雪況については具体的に鐘じないで，主として

既往実績の考察から寸法苦経験的に決める.

@予定する雪況にlIi長聖#き.図 3.1-190)A-

Bを結ム線上旬積雪白せん断抵筑を基本とする計

算から諾寸法を求める. 主

ここでは.雷況を主題とする②町計算について

述べる. ー

(b) 階段工

1) 概要:全居なだ札の発生を予防するために.広〈採用さ札ているも自で.山はだ

に切取りの階段を設ける工法で円円喧町市，^'.'"一一 一一

おる.特別在資材を使わない単

純な土工であることがそり魅力

である.

階段工出なだれり発生防止に

効果的であることは.山の傾斜

面につくら札た“つづら折り"

の山路町観察などから.かなり

古い時代にすでに知ら札ていた

ようである.しかし.斜面積雪

の滑動(グヲイのする斜面の

長さを短い区間に区切り.!J'ラ

イFする力苧動告を小さ〈区切

ることがそり効果である.とい

うことを意識するようになった

のは最近申ことである.

2) 畿蕗:階段工り機能は斜面

積雪の底部にノコギリの歯がた
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E主 il! o = O.8HJ!ltx 0・1-4)

階段間扇
sect/J・60S.

L.・=0.5W，(singO0.2) 0・1-5)

ただし，
. :切タてき倍震の敷掴 (m) 

L. :上下の陪涯の間晴水平更撞 〈皿〉

罰百.予想さ札るその地点の年最大積雪重量 (t/m2) 

SR:図3・1-19の直篇 A-B上の積雪の有効抗せん前方 (t/"") 

式 (3・1-旬。定設 0.5は，図 3・1-19りように. ~ま段部に空旗揚Z生ずるため.

有効せん断面白減少を考慮した隼:r:1>る.

S. Il:，図3・1-19(J) A時B繰り雪白部分1皿Z当りの抗せん断力りことである出，

全層なだれを起こす時期の催をとる唱で，通例は 3-5t/m2 とする.

W.I主.W， = (0.30--0.35) XHmax として求品ら札るもりである.ただし，()

内回数値は.年最大積雪重量を最大積雪深で除して求めた逆算密度である.

式 0・1-5)中旬分母の末尾町 002(J)係数li，一援には μcosφとすべきところ
である出， 002としているのは.実際に扱うこう配範題点 40度什返であることを

き慮.!.k.も且耳ある.

上述。諸係数l主，最大積雪深 3-4m白地帯に適応するも坦である.

。設計上自留意事項:式(3・1ーのを計算し，階段幅上田雪と階段面白土砂と町滑り抵

抗をチ s フタする必要がある治主特諜な土質

状態でない限り，斜面積雪(J)!J'ライドによる
I--L..=llm--l/ /' A 

残雪の押出しカよりも土砂面。抵抗出大き も，-'-““x -'〆二4か
いから・鵬首土砂とり滑りについて(J)T= I A勺ぷ動委主
リは省略する場合坤い. 二/rV高波議議f'
切欠き階駐は.常に山はだり等高線沿い パ三ノ立45J穆p' J
に設けるべきものである.つまり，山はだに/ 干ニfr ./ //'. 

;・JL..=田皿 ./  /二~I*

小さな沢出あるなら・モ札なりに也、込ま札一戸 /4移
た形をとらなけ札ばならない. 口~~'ß渇護者5

切取り菌となる部分一比現地味 /7務態修
認に応じ，小部分ごとに変化させる必要もし/弓坦ん=血、移/..;.

ばLI!起こる ーー ¥Jτ三千ー:.Li..=訂・ ー γ

山はだり飯斜角点 50-60度の急角度にも .' 

なると.斜面積雪は新雪のつど崩落1..， !J'.ラ

イFといったよラな押し出しかたをしない.

したがって.山はだ傾斜出 50度以上申地形 Li.=冨・

cにおいては，切欠き階段ヱo効果はうすれ，る. 図3・1-20恒究会型階恩工実例

5) 段計倒:階段工司設計Il:，地底や場所.段計者に主ヲて各様りもりがあるのが現状

‘である.ー模範的であるという意味ではないが，これ，までに実施した致例を紹介する
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史君ぞ姥質調査にふマ付属、レ下dit貿図(環fl亙)め

つろ、 山封古都ωリニアX>トj寸立の児噴きjt空市図Lて言て入し

fてfAを第2図 lく斤二ず。

ごめ姥減 ~V司、芽Æ察署の Mt紋岩美実 k十ド r ( rz下
( rktドIJ r'^7.)ずだ~Aズ~~注左手責レ下てのち、よゾ新しい

照宮グそ虻ぞれの雄積昨の4長持v:.!iミ、じ、でる次雄手章、し、

しす乙潟市毎 Lてお安ャ程度の要ぜん機ζ 廃合き¥さわ

よ乏し子くとピ↓くJっ7、 E買収のJうG不安殺4官37、河地菅の

イトあ~ 1 Jフ六己めど芳えめMゐ.

号車3図lて丹ミすdうK 、六れっきりa:(J"ウlてイデif)して、¥

砧ヰZ累唇τお菅の忍篤 HI c (以下 iH Ic Jと、み。)
ゲ、④内③閣て、、¥)二アメ〉トlてはほ、平行lく介わし、④、⑧

j寸;立て守耐を更κ しで、、る J ピ~ひ、、⑧付近K認められる

手元う索、著の流紋岩質r疑庚岩 ktr2(以下「ドtrzJ トウ。)

ヒ軍司ち凝灰怠!ぐS十ぐ以下 rKCt Jヒ、、う。)め今わ形
J丈 lてつ、\て〈の Iでjp~、の戸をた度検の透君M 関;豊かろ

J丈のめ Lく考厚寸ん(薪4国会庭、)
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現fa図flJ Jの姥哉、i亡Ic!， ktr，ず思ほ米ヰ lてJÌぃ守T~('な〉\

蛇囲κわたっマI直積レ九

与野d殴れ やげ7環3図め@-@をldJ君、理主己動とする略記

夏草ワiてよっ 7kァrt u1 j1Ji煩'1iJ. {}、山 i要'1ヘ)~費斜守る

占うV:fdっr-て。

府歯(3) ごめ側面lてktrz柑積し州愛敵侵

(5) 炎をくリ'Jbす渥荏の司ゴご、とれを覆うJうに ksナ

力、、J在不要レ九伶十堆頼敬、?を走てレktrr!Jがいわナ

引受企てrlK、とれ内の此層を薄うようレ:げ10
が〉准佳君穆愛レ尺.

漂抗4図附??) つ仇何で?仰州、Y判H付tCωよUリゆι菊新杭?九し〉凶¥だ摺層カ庁吋崎恥託幼遁ゐJ
(げ仰7わJ れ附め加の〉姥昭唇ほ仕一 l勘;逮勘掌bのF阪蚤叡走C漫畢蹴妻勤弥り肱Kよつて頒斜殿5草E 
を示すようK.1Jヲ fて。

場4@(め くのようrJRき夜、$"動ヒ訴後するように慢余11<用

ヴ7発ケlて皐行レ7で。

穿手|翠(9) その¥移粟、)司図のようはJI!?質チヶ桁ピ対フ 7そが

ぐの問点ていはトI1c ~ë):平面的iては事3図の

⑥一⑧-②~@)の位置付立lて介和し( y¥1-くの

て、ほ古代グピ推定宅れI;;.
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事d 図。0) 呼のすす典び、⑧-(~)をほぼ隆起軸ビレ、リニアメ〉ト

近J寸lて rJh悶ど隆起暑のjトさぐはゐょうは P委託、~

事1ずめっ 7ミのず~;j.なふかど J庄ft雪山ゐ，

ぐの確定じ霊動i司、事3図の緑色音むに示す様式、図

のように、 @A骨)d、)(ノ@イ項、!のす布、、ゃっャ大弓抗7て

乙めど准i:{さ此んの

第d盟(tI) 再び侵食がよ重んだと芳えめば1ゐ。

第4図Ur/) ザの結果、3現在の足形とtぜ賢介布↓く司法υ〉と号
Xわれゐ。

このよっfc}Jぜ質改?桁の形域混在の叩t'kcrlめ!日斜面Et更とす

る差別再建会が'11わた進行し、差別l愛会叱f仰、、政調き以柁氏め

現在のようM三角来動面於明者庁、切おさはt1そマ「従j旺ず.1>リ¥

これが、りこアX>トモ揖坑(、すh-困~ tJ勺(V"hと芳文のす1五.
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